
会
長
講
演

古
代
よ
り
血
液
は
生
命
の
源
、
霊
気
の
宿
す
と
こ
ろ
等
と
さ
れ
、
血
液
を
利
用
し
て
人
間
の
活
力
を
強
め
よ
う
と
す
る
試
み
は
古
く
か
ら

考
え
ら
れ
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
や
古
代
ロ
ー
マ
で
は
血
液
の
飲
用
や
血
液
浴
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
っ
た
。
ま
ず
輸
血
に
関
し
て
、
血
液
を
摂
取

す
る
の
に
、
血
管
を
利
用
す
る
試
み
は
十
七
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
一
六
六
七
年
］
由
ら
①
ヨ
⑳
（
パ
リ
）
や
内
宮
葛
臼
（
ロ
ン
ド
ン
）

は
仔
羊
か
ら
人
間
へ
輸
血
を
試
み
た
。
い
ず
れ
も
生
命
力
の
活
性
化
、
性
格
の
変
化
等
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
勿
論
彼
ら
の
試

み
に
は
副
作
用
が
は
げ
し
く
、
そ
の
後
、
欧
州
で
は
輸
血
が
法
令
で
禁
止
さ
れ
、
約
一
五
○
年
間
輸
血
に
関
し
て
空
白
時
代
が
続
い
た
。

十
九
世
紀
に
入
り
、
一
八
二
八
年
ロ
ン
ド
ン
の
］
・
四
宮
且
呂
は
出
血
産
婦
に
つ
い
て
、
人
か
ら
人
へ
の
輸
血
を
行
い
、
救
命
し
得
た
成
功

例
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
は
失
血
者
に
対
し
て
血
液
を
補
う
と
い
う
本
来
の
意
義
に
基
づ
い
た
輸
血
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
し
か
し
当
時

は
血
液
型
発
見
以
前
、
適
切
な
抗
凝
固
剤
以
前
の
時
代
で
あ
り
、
当
然
重
篤
な
副
作
用
も
呈
し
た
。

二
十
世
紀
に
入
り
、
ウ
ィ
ー
ン
の
〆
眉
画
且
の
扇
冒
閏
ら
に
よ
る
シ
団
○
型
（
一
九
○
○
）
の
血
液
型
の
発
見
が
あ
り
、
そ
の
輸
血
へ
の
導
入

に
は
一
九
○
七
年
Ｆ
国
①
冨
○
の
国
（
米
）
、
一
九
二
年
罰
９
５
号
①
侭
（
米
）
等
の
功
績
が
大
き
い
。
抗
凝
固
剤
に
つ
い
て
は
一
八
九
○
年
冒
．

シ
耳
目
印
も
弔
侭
肝
（
ス
イ
ス
）
に
よ
り
ク
エ
ン
酸
ｚ
四
液
の
優
秀
性
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
輸
血
へ
導
入
に
は
一
九
一
四
年
三
・
国
巨
呂
。
（
ベ
ル

ギ
ー
）
、
Ｆ
シ
ｍ
○
訂
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
更
に
因
序
昌
⑱
○
言
（
米
）
ら
の
努
力
が
あ
っ
た
。
さ
て
一
方
で
、
一
九
一
五
・
一
九
一
六
年
の
頃
困

日
本
に
お
け
る
血
液
学
・
輸
血
学
史
の
流
れ
よ
り

日
比
野
進
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弓
昌
（
米
）
ら
は
こ
の
ク
エ
ン
酸
ｚ
四
液
を
血
液
に
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
或
い
は
そ
れ
に
若
干
の
糖
液
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
血
液
を
数

週
も
正
常
に
保
存
し
う
る
こ
と
を
認
め
た
。
第
一
次
大
戦
二
九
一
四
）
が
勃
発
し
て
、
輸
血
は
大
い
に
利
用
さ
れ
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
二
九

三
六
）
が
お
こ
り
、
輸
血
が
救
護
に
更
に
重
大
な
役
割
を
果
た
し
、
欧
米
で
色
々
と
輸
血
に
つ
い
て
研
究
努
力
が
払
わ
れ
、
一
九
三
八
年
シ
カ

ゴ
で
国
厨
ロ
日
の
が
四
○
＆
国
巴
詩
を
は
じ
め
て
開
設
し
た
。
そ
の
翌
年
一
九
三
九
年
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
更
に
一
九
四
一

年
米
国
の
参
戦
に
よ
り
、
米
国
に
於
い
て
は
輸
血
関
係
事
業
が
飛
躍
的
に
成
長
し
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
日
本
に
お
け
る
最
初
の
輸
血
は
、

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
九
大
後
藤
七
郎
、
東
大
塩
田
広
車
に
は
じ
ま
る
。
後
藤
、
塩
田
は
共
に
第
一
次
大
戦
の
戦
線
に
於
い
て
輸
血
を
見
学

し
て
き
て
お
る
。
ま
た
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
は
名
大
の
斎
藤
真
も
輸
血
を
行
っ
て
お
る
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
十
一
月
首
相
浜
口

雄
幸
が
東
京
駅
で
狙
撃
さ
れ
、
こ
の
時
東
大
塩
田
が
輸
血
を
行
い
、
一
応
病
態
は
危
機
を
脱
し
得
た
。
こ
の
こ
と
は
日
本
の
社
会
に
輸
血
の

医
療
上
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
た
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
二
第
三
二
回
日
本
外
科
学
会
に
於
い
て
、
名
大
桐
原
真
一
は
「
輸
血
」
の
宿
題
報

告
を
行
っ
て
お
る
。
こ
の
頃
（
昭
六
、
昭
七
）
よ
り
大
陸
に
於
い
て
満
州
事
変
、
上
海
事
変
、
支
那
事
変
と
紛
争
が
お
こ
り
、
日
本
に
お
い
て

も
輸
血
に
関
す
る
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
昭
和
十
四
年
二
九
三
九
）
第
二
次
世
界
大
戦
に
突
入
し
、
日
本
で
も
輸
血
業
務
は
繁

忙
し
、
輸
血
に
関
し
て
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
た
が
、
結
局
、
充
分
な
成
果
は
得
ら
れ
な
い
ま
ま
敗
戦
に
至
っ
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

終
戦
と
な
り
、
そ
の
混
乱
時
に
、
東
大
分
院
の
「
輸
血
に
よ
る
梅
毒
感
染
事
件
」
（
昭
二
十
三
）
が
お
こ
り
、
昭
和
二
十
七
年
二
九
五
三
に

米
国
の
援
助
に
よ
り
、
日
赤
東
京
血
液
銀
行
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
と
前
後
し
て
商
業
的
な
民
間
の
血
液
銀
行
の
増
加
が
は
げ
し
く
、
種
々

な
問
題
が
発
生
し
、
昭
和
四
十
年
代
に
は
政
府
は
献
血
預
血
の
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、
輸
血
事
業
は
日
本
赤
十
字
社
の
管
理
す
る
と
こ
ろ

と
な
っ
た
。
血
液
製
剤
も
国
内
生
産
と
な
っ
て
来
て
お
る
が
、
曽
っ
て
外
国
か
ら
輸
入
す
る
こ
と
で
ど
号
問
題
等
が
起
こ
っ
て
来
て
お
る
こ

と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
学
会
活
動
と
し
て
は
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
日
本
血
液
銀
行
運
営
研
究
会
、
昭
和
二

十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
日
本
輸
血
学
会
に
発
展
し
、
ま
た
同
年
機
関
誌
「
血
液
と
輸
血
」
発
刊
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
よ
り
日
本

輸
血
学
会
雑
誌
と
改
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
重
要
な
①
ぐ
の
貝
と
し
て
は
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
○
）
に
東
京
に
於
い
て
第
八
回
国
際
輸
血
学
会
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さ
て
、
血
液
の
血
球
及
び
そ
の
周
辺
を
研
究
の
対
象
と
し
た
所
謂
血
液
学
の
大
き
な
流
れ
が
一
方
に
あ
る
。
赤
血
球
の
発
見
確
認
は
十
七

世
紀
の
中
頃
、
］
⑦
君
国
日
日
①
ａ
四
日
（
オ
ラ
ン
ダ
）
、
罠
，
旨
画
き
信
巨
（
伊
）
に
記
載
が
あ
る
が
、
一
六
七
三
年
シ
，
く
‐
Ｆ
①
口
乏
①
弓
○
①
一
〈
（
オ
ラ

ン
ダ
）
の
業
績
が
高
く
評
価
さ
れ
る
。
ま
た
白
血
球
も
三
・
言
画
き
侭
亘
ら
に
よ
り
一
六
六
五
年
記
載
さ
れ
て
は
お
る
が
、
高
い
評
価
は
十
八
世

紀
中
頃
の
言
国
の
葛
の
。
。
（
一
七
三
九
～
一
七
七
四
）
（
英
）
の
業
績
に
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
言
国
の
芝
“
・
目
は
各
種
の
血
球
や
血
液
凝
固

に
つ
い
て
正
し
い
見
解
を
述
べ
て
お
る
。
こ
の
あ
た
り
（
十
八
世
紀
の
中
頃
）
よ
り
血
液
学
は
そ
の
体
系
の
骨
組
み
を
つ
く
っ
て
来
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
十
八
世
紀
頃
の
顕
微
鏡
は
球
面
収
差
色
収
差
が
強
く
、
微
細
な
血
小
板
の
発
見
な
ど
は
一
八
四
二
年
少
．
ロ
○
国
愚
（
仏
）
や
一

八
六
二
年
の
．
国
目
○
国
①
３
（
伊
）
ま
で
遅
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
時
代
が
十
九
世
紀
に
入
る
と
一
般
医
学
生
物
学
方
面
と
同
様
に
血
液
学
関
連
に
お
い
て
も
重
要
な
業
績
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
・

一
・
二
を
挙
げ
れ
ば
、
血
液
と
鉄
、
国
ず
の
業
績
（
十
九
世
紀
中
頃
）
、
骨
髄
造
血
の
決
定
（
ｚ
２
ョ
四
目
ら
、
一
八
六
八
）
、
血
液
標
本
の
染
色
、

白
血
球
の
分
類
（
国
警
ｇ
、
一
八
八
○
の
頃
）
、
三
○
国
乱
厨
の
血
液
凝
固
の
基
礎
的
枠
組
み
（
一
九
○
四
の
頃
）
等
で
あ
る
。
ま
た
血
球
発
生

に
お
け
る
一
元
論
二
元
論
多
元
論
の
論
争
も
、
一
九
六
○
年
頃
よ
り
幹
細
胞
の
研
究
で
終
止
符
が
打
た
れ
た
。

さ
て
わ
が
国
に
於
い
て
血
液
学
関
係
の
疾
患
の
報
告
は
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
の
頃
よ
り
散
見
せ
ら
れ
る
。
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九

四
）
入
沢
達
吉
が
ド
イ
ツ
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
「
血
液
病
理
学
及
び
図
譜
」
な
る
著
耆
を
刊
行
し
て
お
る
。
し

か
し
○
『
号
Ｃ
ｇ
ｘ
な
意
味
で
血
液
学
の
日
本
に
於
け
る
萌
芽
は
、
印
①
ご
匡
侭
の
甲
旦
．
シ
⑱
呂
○
壷
の
と
こ
ろ
か
ら
の
長
与
又
郎
（
東
京
）
の
帰

朝
（
明
四
十
二
・
一
九
○
九
）
及
び
同
じ
く
卑
旦
．
シ
の
ｇ
ｏ
庫
の
と
こ
ろ
か
ら
の
清
野
謙
次
（
京
都
）
の
帰
朝
（
大
八
・
一
九
一
四
）
に
始
ま
る
。

そ
し
て
血
液
学
の
重
要
な
①
ぐ
①
貝
と
し
て
は
、
大
正
八
年
（
一
九
一
八
）
の
日
本
病
理
学
会
の
清
野
と
勝
沼
精
蔵
の
宿
題
報
告
で
あ
る
。
（
清
野

報
告
仰
血
液
及
び
組
織
白
血
球
、
特
に
組
織
性
細
胞
に
つ
い
て
。
勝
沼
報
告
“
血
液
及
び
組
織
の
白
血
球
に
つ
い
て
）
。
こ
の
報
告
に
よ
り
、
血
液
学

れ
た
。

（
会
長
福
田
保
）
が
開
催
さ
れ
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
は
第
一
回
ア
ジ
ア
輸
血
学
会
（
会
長
島
田
信
勝
）
が
箱
根
に
於
い
て
開
催
さ
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の
己
ｇ
感
ｑ
が
日
本
に
お
い
て
示
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。
そ
し
て
そ
れ
に
続
く
重
要
な
ｇ
①
貝
は
昭
和
十
年
二
九
三
五
）
の
日
本
内
科
学
会

の
宿
題
報
告
「
血
液
疾
患
の
診
断
及
び
療
法
」
で
あ
っ
た
。
「
赤
血
球
」
方
面
を
熊
本
の
小
宮
悦
造
、
「
白
血
球
」
方
面
を
名
古
屋
の
勝
沼
が

分
担
し
た
。
そ
し
て
こ
の
宿
題
報
告
が
日
本
血
液
学
会
創
設
の
決
定
的
な
伏
線
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
宿
題
報
告
の
あ
と
昭
和
十
二
年

（
一
九
三
七
）
に
名
古
屋
に
お
い
て
日
本
血
液
学
会
が
創
立
さ
れ
、
日
本
血
液
学
会
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
日
本
血
液
学
会
雑

誌
の
創
刊
当
時
の
主
幹
は
勝
沼
、
清
野
、
小
宮
、
三
田
村
篤
志
郎
（
東
大
伝
研
）
、
佐
藤
清
（
東
京
女
子
医
專
）
、
杉
浦
繁
輝
（
京
大
）
で
あ
る
。

日
本
血
液
学
会
も
日
本
血
液
学
会
雑
誌
も
国
際
的
に
屈
指
の
古
い
学
会
と
雑
誌
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
頃
か
ら
全
て
に
戦
時
色
が
強
く
な
っ
て
、

本
格
的
な
血
液
学
の
研
究
な
ど
も
次
第
に
窮
屈
に
な
っ
て
い
っ
た
。
他
方
、
血
液
凝
固
学
も
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
加
藤
勝
治
（
東
京
医

大
）
が
シ
カ
ゴ
よ
り
交
換
船
で
帰
っ
て
来
た
が
、
加
藤
は
輸
血
の
実
際
面
の
活
動
に
忙
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
て
戦
争
が
進
む
に
つ
れ
て
、

名
古
屋
は
米
軍
の
爆
撃
を
受
け
、
京
都
に
血
液
学
会
の
事
務
局
が
移
さ
れ
た
。

戦
後
日
本
に
於
け
る
血
液
学
或
い
は
そ
の
周
辺
に
於
け
る
重
要
な
ｇ
①
具
と
し
て
は
、
昭
和
三
十
三
年
二
九
五
八
）
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
血

液
学
会
の
創
立
、
昭
和
三
十
五
年
二
九
六
○
）
第
八
回
国
際
血
液
学
会
議
開
催
が
あ
る
。
ま
た
同
年
日
本
網
内
系
学
会
の
創
立
が
あ
る
。
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
血
液
学
会
は
そ
の
後
国
際
血
液
学
会
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
区
学
会
と
改
称
さ
れ
、
今
日
に
続
い
て
お
る
。
第
一
回
ア
ジ
ア
太
平

洋
血
液
学
会
（
名
古
屋
、
昭
三
十
三
、
会
長
日
比
野
進
）
に
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と
の
戦
後
の
学
術
交
流
の
糸
口
が
作
ら
れ
た
。
第
八
回
国
際

血
液
学
会
議
（
会
長
勝
沼
精
蔵
、
副
会
長
美
甘
義
夫
）
は
昭
和
三
十
五
年
東
京
で
四
十
カ
国
以
上
よ
り
の
参
加
が
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
国
際
血

液
学
会
議
と
し
て
も
曽
っ
て
な
い
盛
会
と
な
り
、
日
本
の
名
声
を
高
め
た
。
因
み
に
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
第
十
六
回
国
際
血
液
学
会

議
（
会
長
渡
辺
漸
副
会
長
日
比
野
進
）
が
京
都
で
開
催
さ
れ
て
お
る
。
尚
、
国
内
に
於
い
て
は
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
小
宮
悦
造
を
中

心
に
日
本
臨
床
血
液
学
会
が
組
織
さ
れ
、
機
関
誌
「
臨
床
血
液
」
が
発
刊
さ
れ
て
お
る
。
一
方
日
本
血
液
学
会
雑
誌
は
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）

よ
り
冒
討
目
呂
目
四
こ
○
巨
昌
堅
旦
函
①
日
翼
巳
○
喝
と
し
て
日
本
血
液
学
会
発
行
の
国
際
雑
誌
と
し
て
、
そ
の
活
動
の
舞
台
を
広
げ
て
お
る
。

ま
た
、
近
年
昭
和
五
十
三
年
二
九
七
八
）
安
部
英
ら
に
よ
り
日
本
血
栓
止
血
学
会
が
設
立
さ
れ
て
お
る
。
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さ
て
こ
う
し
て
血
液
学
・
輸
血
学
の
趨
勢
は
戦
後
、
近
代
輸
血
学
・
輸
血
免
疫
学
・
人
工
血
液
研
究
・
血
液
幹
細
胞
の
研
究
或
い
は
リ
ン

パ
系
リ
ン
パ
球
に
お
け
る
免
疫
学
的
研
究
、
各
血
球
の
超
微
細
構
造
と
機
能
の
研
究
、
近
代
血
小
板
学
の
展
開
等
々
と
分
子
生
物
学
、
遺
伝

子
工
学
等
の
尖
端
に
位
置
し
、
新
し
い
血
液
学
・
輸
血
学
の
華
を
現
在
咲
か
せ
て
お
る
次
第
で
あ
る
。

（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）
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